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平
成 

年
第
１
回
定
例
議
会
（
３
月
議
会
）
に
お
い
て
、
平
成 

年
度

の
福
生
市
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
を
合
わ

せ
総
額
３
５
６
億
１
０
８
２
万
８
０
０
０
円
の
予
算
で
す
。
予
算
の
詳
細

に
つ
い
て
は
「
福
生
市
議
会
だ
よ
り
」
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
一

般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
討
論
に
参
加
し
賛
成
し
た
立
場
か
ら
、

平
成 

年
度
の
予
算
内
容
に
つ
い
て
補
足
し
ま
す
。 

26 

26  

平成２６年度一般会計予算の

内訳と、合計に占める割合 

議会費(1.4%) 
諸支出金(1.8%) 

 

その他(0.7%) 
商工費(0.7%) 

歳出合計 220億9,000万円 

分担金等(1.0%) 
使用料等(1.7%) 

 

その他(2.4%) 

 

歳入合計 220億9,000万円 

 

平
成 

年
度
の
一
般
会
計
予
算
は

２
２
０
億
９
千
万
円
で
、
前
年
度(
２

１
７
億
３
千
万
円)

に
比
べ
て 

 

％

の
増
加
に
な
っ
て
い
ま
す
。
左
の
円

グ
ラ
フ
は
一
般
会
計
予
算
の
内
訳
と

そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
に
占
め
る
割
合
で

す
。 

4.3 

す
。
歳
入
予
算
の
う
ち
、
市
税
と
し

て
市
に
入
る
金
額
は
７
９
億
３
１
５

２
万
円(

前
年
度
７
８
億
２
８
０
３

万
円)

で
す
。
前
年
度
よ
り
若
干
の
増

額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
歳
入
全

体
に
占
め
る
割
合
は 

％
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

35.9 
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歳
出
で
は
、
民
生
費
が
１
０
６
億
７

０
４
０
万
円
（
前
年
度
１
０
１
億
８
４

６
２
万
円
）
と
約
４
億
８
千
万
増
え
、

歳
出
全
体
の  

％
に
ま
で
膨
ら
ん
で

い
ま
す
。
一
般
に
、
成
熟
し
た
社
会
で

は
、
民
生
費
や
福
祉
に
予
算
が
多
く
使

わ
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
福
生
市
も
同
様
な
傾
向
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

教
育
費
は
、
２
５
億
８
３
１
８
万
円

（
前
年
度
２
３
億
２
７
４
１
万
円
）
で

歳
出
全
体
に
占
め
る
割
合
は 

 

％
と 

教
育
予
算
も
昨
年
度
よ
り
、
伸
び
て
い

ま
す
。
他
の
予
算
科
目
は
ほ
と
ん
ど
が

減
額
予
算
で
あ
り
、
福
祉
、
教
育
に
重

点
を
お
い
た
予
算
と
言
え
ま
す
。 

48.3 

11.7 

第 23号 

 

歳
入
予
算
で
は
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め
に

市
債
を
４
億
円
（
前
年
度
５
億
円
）
計
上
し
て

い
ま
す
。
内
容
は
事
実
上
の
借
金
で
あ
る
「
臨

時
財
政
対
策
債
」
か
ら
の
４
億
円
の
借
り
入
れ

で
す
。
減
ら
し
た
１
億
円
は
「
財
政
調
整
基
金
」

の
取
り
崩
し
で
充
当
し
て
い
ま
す
が
「
借
金
は

増
や
さ
な
い
」
姿
勢
は
評
価
で
き
ま
す
。 

平成 26年度一般会計予算に賛成の起立をした杉山議員 

平成26年5月吉日 杉山ゆきお後援会 発行     
          発行責任者： 森山 茂 http://fussa-net.gloomy.jp 



 

コラム「経常収支比率」 

 歳出のうち人件費や公債費など経

常的な支出に、市税などの経常的収入

がどの程度充当されているかを示す

もので、その自治体の財政構造の弾力

性を判断する指標となっています。比

率が高いほど財政の弾力性が失われ、

一般的に８０％を超えると財政の硬

直化が進んでいると言われています。

経常収支比率の全国平均は９０・４％

です。 

99.8 

1.5 

 
以
上
の
よ
う
な
歳
入
・
歳
出
の
平

成 

年
度
予
算
に
な
り
ま
し
た
が
、

自
治
体
の
財
政
基
盤
の
弾
力
性
を

判
断
す
る
指
標
と
な
る
「
経
常
収
支

比
率
」
は 

％(

前
年
度 

％)

と
な

り
、 

ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。 

な
お
、
こ
の
比
率
は
「
臨
時
財
政
対

策
債
」
と
い
う
国
か
ら
の
借
金
収
入

を
含
め
て
計
算
し
た
も
の
で
あ
り
、

臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
な
い
で

計
算
し
た
経
常
収
支
比
率
は 

％

で
、
前
年
度
よ
り 

％
ポ
イ
ン
ト
の

改
善
に
な
り
ま
す
。 

96.6 

97.2 

0.6 
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～
前
略
～ 

 

今
後
も
基
地
関
係
補
助
金
の
獲
得
に

は
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
昨
年
の
行
政
改
革
推
進
会

議
に
お
い
て
、「
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整

備
調
整
交
付
金
」
の
平
成 

年
度
国
予

算
の
減
額
が
議
論
さ
れ
た
際
に
は
、
議

員
各
位
に
も
国
会
議
員
へ
の
働
き
か
け

を
お
願
い
し
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
減
額
が

回
避
さ
れ
、
前
年
度
と
同
額
の
予
算
が

確
保
で
き
る
見
込
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
場
を
お
か
り
し
、
改
め
て
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
御

協
力
を
お
願
い
い
た
し
た
く
存
じ
ま

す
。 

 

～
以
下
、
略
～ 
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経
常
収
支
比
率
が
改
善
し
た
背

景
に
は
、
借
金
額
を
減
額
し
た
こ
と

と
、
市
税
以
外
の
国
か
ら
の
補
助
金

や
基
地
交
付
金
が
前
年
度
並
み
に

確
保
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
後

援
会
便
り
の
前
号(

22
号)

で
も
紹

介
し
ま
し
た
が
、
福
生
市
長
よ
り

『
防
衛
省
の
基
地
交
付
金
が
減
ら

さ
れ
る
と
福
生
市
の
財
政
が
立
ち

行
か
な
く
な
る
。
各
議
員
は
知
り
合

い
の
国
会
議
員
に
個
人
的
に
働
き

か
け
て
基
地
交
付
金
の
の
、
と
の
情

報
が
号) 

確
保
を
要
請
せ
よ
』
と
の
激
に
対

し
、
杉
山
議
員
は
、
即
、
赤
池
参
議

院
議
員
に
電
話
し
訴
え
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
「
前
年
度
並
み
の
交
付
金

を
確
保
し
た
」
と
の
連
絡
を
受
け
、

市
長
に
朗
報
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
よ
う
に
、
福
生
市
理
事
者
と
市
議

会
議
員
お
よ
び
国
会
議
員
の
三
者

一
丸
と
な
っ
た
働
き
が
、
基
地
交
付

金
の
昨
年
度
並
み
確
保
に
つ
な
が

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

３
月
議
会
に
お
い
て
正
和
会
な

ど
が
要
望
し
て
い
た
「
中
学
校
給
食

の
実
施
」
が
決
ま
り
ま
し
た
。
中
学

校
の
昼
食
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
「
弁
当
併
用
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
方

式
」
の
導
入
目
的
や
効
果
が
十
分
に

達
成
さ
れ
た
と
評
価
し
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
へ
の
対
応
や
定
住
化
対
策

の
充
実
の
観
点
か
ら
、
中
学
校
給
食

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

で
す
。 

 

中
学
校
給
食
実
施
が
決
ま
っ
た

最
大
の
要
因
は
、
福
東
地
区
の
国
有

地
を
無
償
で
「
災
害
時
対
応
施
設
」

の
建
設
予
定
地
と
し
て
貸
与
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
国
有

地
の
貸
与
に
は
「
政
令
」
の
改
正
が

必
要
で
し
た
が
、
市
長
や
議
員
の
強

い
要
望
に
よ
り
政
令
が
改
正
さ
れ
、

貸
与
が
実
現
し
ま
し
た
。
「
災
害
時

対
応
施
設
」
は
、
災
害
時
に
は
炊
き

出
し
施
設
と
し
て
平
時
に
は
小
・
中

学
校
の
給
食
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機

能
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

  

加
藤
市
長 

施
政
方
針
演
説(

一
部) 

 

歳
入
の
大
半
を
補
助
金
や
交
付
金

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
中
で

前
年
度
よ
り
臨
時
財
政
対
策
債
か
ら

の
借
り
入
れ
を
減
額
し
、経
常
収
支
比

率
を
改
善
し
、
福
祉
・
教
育
に
重
点
を

お
い
た
平
成
26
年
度
予
算
に
つ
い
て

杉
山
議
員
は
『
補
助
金
・
交
付
金
に
頼

っ
て
い
る
福
生
市
と
し
て
評
価
で
き

る
満
足
の
い
く
予
算
と
思
っ
て
い
る
』

と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
加
藤
市
長

は
３
月
議
会
の
「
施
政
方
針
演
説
」

の
中
で
、
次
の
よ
う
に
杉
山
議
員
や

関
係
議
員
に
謝
意
を
表
し
ま
し
た
。 

計
画
は
26
年
度
に
建
設
地
周
辺
の

樹
木
調
査
、
27
年
度
に
設
計
図
、
28
年

度
に
建
設
工
事
着
手
、
29
年
４
月
に
運

用
開
始
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 



 

今
回
の
予
算
で
、
水
く
ら
い
土
公

園
か
ら
拝
島
駅
に
向
か
う
遊
歩
道
の

工
事
予
算
が
付
き
ま
し
た
。
か
ね
て

よ
り
「
水
く
ら
い
土
公
園
」
周
辺
の

環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
き
た
杉
山

議
員
一
人
の
３
年
が
か
り
の
要
望
が

実
現
し
た
も
の
で
す
。
前
年
度
予
算

で
５
０
０
万
円
の
調
査
費
、
今
年
度

の
予
算
で
４
１
２
５
万
６
千
円
の
工

事
費
が
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
予
算
の

う
ち
、
福
生
市
が
出
す
金
額
は
３
８

２
万
８
千
円
で
、
ほ
と
ん
ど
が
国
や

都
の
補
助
金
で
す
。
早
速
、
遊
歩
道

の
土
留
め
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。 平成 23 年 4 月時点の遊歩道崩壊状況 

１ 市道街灯の LED化の進捗について 

 (1)街路灯 LED化の進捗状況について 

 (2)LED 化の効果について 

 ２ 玉川上水にかかる橋について 

 (1)市内の橋の長寿命化のための劣化調査について 

 (2観光資源としての橋をどのように活用しているか 

 (3)日光橋は国内最古の橋か 

杉
山
◇
昨
年
の
補
正
予
算
で
市
道
街
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
実
施
さ
れ
、
９
月
補

正
で
２
５
０
６
灯
、 

月
補
正
で
５

３
８
灯
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
た
と
承
知

し
て
い
る
。
そ
の
後
の
進
捗
状
況
を

聞
き
た
い
。 

12 

杉
山
◇
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
蛍
光
灯
と
同
じ

明
る
さ
だ
と
約
半
分
の
電
力
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
。
取
替
え
が
完
了
し
た

と
こ
ろ
は
、
既
に
電
気
料
金
に
効
果

が
出
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
現
時
点
で
ど
の
よ
う
な
効
果
が

で
て
い
る
の
か
、
電
気
料
金
の
削
減
、

維
持
管
理
の
削
減
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

の
削
減
に
つ
い
て
も
現
段
階
で
ど
の

よ
う
な
効
果
が
出
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。 

 

維
持
管
理
費
に
つ
い
て
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
の
寿
命
は
９
万
時
間
、 

年
間

な
の
で
、
器
具
交
換
費
用
も
大
幅
に

削
減
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。 

 
 

10 

市
長
◆
東
京
電
力
は
料
金
区
分
ご
と
の

灯
数
に
単
価
を
乗
じ
て
算
出
し
て
い

る
の
で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り
料
金
区

分
が
下
が
り
、
大
幅
に
削
減
さ
れ
る 

こ
と
に
な
る
。
電
気
料
金
の
実
際
の

削
減
額
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
前
の 

月
分
の
請
求
月
額
は
３
５
３
万
円
だ

っ
た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
進
捗
に
伴
い
、

順
次
減
額
さ
れ
、
本
年
１
月
は
２
５

３
万
円
と
、 

月
分
と
比
較
す
る
と
、

月
額
１
０
０
万
円
程
度
、
率
に
し
て

て
％
の
減
額
で
あ
る
。
試
算
だ
が
平

成 

年
度
に
大
型
照
明
灯
を
含
む
３

５
６
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
予
定
し
て
い

る
の
で
、
こ
れ
が
完
了
し
た
後
に
は
、

平
成 

年
度
の
電
気
料
金
は
、
平
成 

年
年
度
に
比
べ
て
年
間
約
３
０
０
０

万
円
程
度
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
。 10 

10 

28 
26 

27 

24 

 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
後
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
に
つ
い
て
は
、
試
算
で
は
平
成

２
年
度
に
３
０
４
４
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

が
完
了
す
る
と
、
年
間
５
４
０
ト
ン
、

平
成 

年
度
に
全
て
の
道
路
照
明
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
完
了
し
た
と
す
る
と

さ
ら
に
３
４
０
ト
ン
追
加
さ
れ
、
合

計
８
８
０
ト
ン
、
率
に
し
て 

％
ほ

ど
、
平
成 

年
度
実
績
額
に
比
較
し

て
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
が
削
減
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
る
。 

25 

26 

80 

24 

26 

年
度
ま
で
に
３
０
４
４
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
工
事
が
完
了
し
て
い
る
。
平
成 

年
度
で
は
、
残
り
の
３
５
６
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
工
事
を
行
う
。
福
生
市
で
は

こ
の
２
年
間
で
市
道
全
て
の
道
路
照

明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
完
了
す
る
予
定

で
あ
る
。
全
て
の
道
路
照
明
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
す
る
の
は
、
東
京
都
内
で
は

福
生
市
が
初
め
て
と
な
る
。
ま
た
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
を
増
や
す
設
置
要
望
に
も

応
え
て
い
き
た
い
。 

25 

市
長
◆
市
道
街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
電
気

料
金
の
削
減
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
削
減
等
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し

工
事
を
順
次
進
め
て
い
る
。
平
成 

 



 

杉
山
◇
項
目
⑵
、
玉
川
上
水
に
か
か
る

橋
を
観
光
資
源
と
し
て
ど
の
よ
う
に

活
用
す
る
考
え
か
伺
い
た
い
。 

杉山議員の一般質問に答える
加藤育男福生市長 

一般質問する杉山議員 

杉
山
◇
項
目
⑶
、
玉
川
上
水
に
か
か
る

日
光
橋
は
、
道
路
れ
ん
が
ア
ー
チ
橋

と
し
て
国
内
最
古
の
橋
と
聞
く
が
。 

教
育
長
◆
杉
山
議
員
が
ご
紹
介
い
た
だ

い
た
日
光
橋
の
歴
史
や
内
容
は
、
教

育
委
員
会
の
見
解
と
一
致
す
る
も
の

で
、
今
年
度
の
郷
土
資
料
室
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
展
示
解
説
シ
ー
ト
で
紹

介
し
て
い
る
。 

24 
17 

日
光
橋
は
、
平
成 

年
発
刊
「
三

多
摩
地
域
に
お
け
る
木
・
石
・
れ
ん

が
橋
の
発
展
に
関
す
る
研
究
」
に
詳

し
く
論
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
日
光
橋
は
明
治 

年
に
建
設 

杉
山
◇
小
学
校
の
社
会
科
副
読
本
に
日

光
橋
の
こ
と
を
記
載
し
て
、
福
生
市

の
貴
重
な
文
化
財
の
現
存
を
児
童
に

教
え
る
べ
き
と
思
う
が
。 

杉
山
◇
通
告
に
基
い
て
、
玉
川
上
水
に

か
か
る
橋
に
つ
い
て
⑶
項
目
、
質
問

す
る
。
先
ず
、
⑴
項
目
目
、
福
生
市

が
管
理
す
る
橋
に
つ
い
て
３
９
０
万

円
の
予
算
で
「
橋
の
長
寿
命
化
に
向

け
た
劣
化
調
査
」
を
実
施
し
た
が
、

そ
の
調
査
内
容
を
伺
い
た
い
。 

な
い
か
を
点
検
し
た
。
そ
の
結
果
、

緊
急
に
修
繕
が
必
要
な
損
傷
は
な
か

っ
た
が
、
今
後
の
老
朽
化
に
備
え
、

予
防
的
な
修
繕
、
計
画
的
な
架
け
替

え
を
行
っ
て
道
路
網
の
安
全
性
、
信

頼
性
を
確
保
し
た
い
。
そ
の
た
め
の

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し

て
６
月
議
会
に
提
案
し
た
い
。 

10 

市
長
◆
福
生
市
に
は
玉
川
上
水
に
か
か

る
橋 

橋
を
含
め
て
大
小 

の
橋
が

あ
り
、
全
て
の
橋
梁
に
つ
い
て
、
橋

梁
の
構
造
安
全
性
に
関
わ
る
損
傷
が 

19 

さ
れ
た
我
が
国
に
現
存
す
る
最
古
の

道
路
の
れ
ん
が
ア
ー
チ
橋
と
の
こ
と

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
今
で
も
橋
の

中
央
部
分
に
明
治
時
代
の
れ
ん
が
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
光
橋
の
建

設
に
か
か
わ
る
経
緯
や
設
計
図
、
建

設
費
等
の
詳
細
は
、
石
川
彌
八
郎
家

が
所
蔵
す
る
「
日
光
橋
煉
瓦
橋
架
替

書
類
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
既
に

登
録
文
化
財
の
候
補
と
し
て
文
化
財

保
護
審
議
会
に
は
報
告
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
市
登
録
文
化
財
と
す
る

よ
う
に
諮
問
し
た
い
。
今
後
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
通
し

て
、
最
古
の
れ
ん
が
ア
ー
チ
橋
が
現

存
す
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
所
存
で
あ

る
。 

現存する最古の道路れんがアーチ橋の日光橋 

市
長
◆
玉
川
上
水
に
か
か
る
橋
自
体
に

も
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
趣
や
歴
史

が
あ
り
、
市
に
と
っ
て
も
貴
重
な
財

産
で
あ
り
景
観
資
源
で
あ
る
。
市
で

は
平
成 

年
度
に
玉
川
上
水
と
そ
の

周
辺
を
巡
る
三
つ
の
散
策
コ
ー
ス
を

指
定
し
、
案
内
板
や
散
策
マ
ッ
プ
を

作
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
コ
ー
ス
に
は

老
朽
化
な
ど
に
よ
り
補
修
が
必
要
な

路
面
の
誘
導
表
示
も
あ
る
。
今
後
は
、

既
存
コ
ー
ス
の
誘
導
表
示
の
補
修
と

と
も
に
、
福
生
市
の
貴
重
な
財
産
で

あ
る
多
摩
川
上
水
に
か
か
る
橋
と
そ

の
周
辺
の
景
観
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
に
案
内
版
の
充
実
や
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
い
き
た
い
。 

15 

26 

教
育
委
員
会
参
事
◆
現
行
の
副
読
本
に

日
光
橋
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、

平
成 

年
度
に
副
読
本
の
改
訂
が
あ

る
の
で
、
そ
の
際
、
日
光
橋
の
こ
と

を
記
載
し
た
い
。
ま
た
、
福
生
市
に

転
任
し
て
き
た
教
職
員
に
日
光
橋
や

市
の
史
跡
見
学
会
を
実
施
し
、
理
解

し
た
上
で
子
供
た
ち
の
指
導
に
当
た

れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。 


